
令和２年１１月１６日（月）～令和２年１１月２２日（日）〔令和２年第４７週〕の感染症発生状況 

第４７週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)突発性発しんでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．１６人と前週（２．４９人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．８６人と前週（０．５１人）から増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．５９人と前週（０．４１人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

 現在、全国的に新型コロナウイルス感染症の報告数が急増しています。 

 川崎市においても、令和２年第４５週（１１月２日～８日）に１２６件であ

った報告数が、第４６週（１１月９日～１５日）は１８８件、第４７週（１１

月１６日～２２日）は２６６件と２週間で大幅に増加しました。 

 新型コロナウイルス感染症の感染を 

防ぐには、マスクの着用・３密の回避 

・手洗い・消毒など、基本的な対策を 

徹底することが重要です。 

 特にマスクの着用方法については今 

一度見直し、正しく付けて、お互いの 

飛沫による感染を防ぎましょう。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
   

   

 

 

  

 

    

   

  

 
    

       

      

今、何の病気が流行しているか！

第４７週報告数第２位

第４７週報告数第１位
マスクは正しく着用を！～新型コロナウイルス感染症～ 
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川崎市における新型コロナウイルス感染症の
診断週別発生状況（令和２年） 

※市内医療機関からの報告数 

誤ったマスクの着用例 

顎にマスク
をかける 

 

マスクから
鼻を出す 

ウイルスは鼻や口
などの粘膜から侵
入します。 
マスクを正しく着
用し、感染を防ぎ
ましょう。 

基本的な感染対策 

手洗い マスクの着用 手指消毒 ３密の回避

正しいマスクの着用方法 


